
基本構造

フェンス内側でのシルトの滞留によって、沈降が促進されます。
水面附近の流れを防止するので、汚濁粒子の沈降時間を短く
します。
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一般的な起点、終点を陸側にとり、
現場を取り囲む展張方法。

一ヶ所だけの局部使用展張方法。 船舶の出入りを可能にする展張方法。
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サブフロート

の基本構造と拡散防止効果

展張形態

汚濁の拡散防止効果

❶フロート
現場の条件により、直径300ø、400ø、600øの3通りから
選定いたします。材質はポリスチレン発泡体です。

❷カーテン
使用カーテンキャンパスは、耐水性、耐候性、耐腐食性にすぐれ、
高張力、低伸度なポリエステルです。

❸アンカー

現場の条件によりコンクリートブロック、又は鋼製四ツ爪アンカー
が使用され、20mおきに沖側、陸側に設置します。

防波堤内の広い海域、或いは自然の地形で遮へいされた湾奥海域
1m以下

0.2m/sec以下
チェーン方式（チェーン5～10kg/m）
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波　　高
流　　速
下部構造

B型400ø

B型400ø連続フロート型


